
議員発議案第２号

北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する意見書

北朝鮮は、３月６日に弾道ミサイル４発を日本海に向けて発射し、うち３発

が日本の排他的経済水域（ＥＥＺ）に着弾した。北朝鮮は、昨年９月に５回目

の核実験を実施し、また８月と９月、さらに今年２月に弾道ミサイルを相次い

で発射するなど、我が国と北東アジア地域の平和と安定を脅かす暴挙を繰り返

し行っている。

こうした一連の行為は、国連安全保障理事会決議を無視して強行されたもの

であり、国際的な核軍縮・核不拡散体制に対する重大な挑発行為であるととも

に、国民の生命と財産の安全を脅かす行為として、断じて容認することはでき

ない。

よって、本県議会は、北朝鮮に対し、厳重に抗議し強く非難するとともに、

弾道ミサイルの発射及び核実験による更なる挑発行為を行わないよう強く求め

る。

政府においては、北朝鮮に対して毅然とした姿勢で強く抗議するとともに、

国連安全保障理事会決議に基づく制裁措置の完全履行と国際社会と一体となっ

た更なる実効ある外交措置を行い、我が国の平和と国民の安全確保に万全を期

すよう、強く求める。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
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